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楽曲作成の実験A

1.機器の接続
2.パソコンからサーバへの接続
3.サーバーのトップ画面
4.作曲手順の例
5.楽曲作成
6.レコーディング
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1.機器の接続（PCとの接続）

A! Music Server

ここでは、本体と無線LAN APをEthernetで接続します。
PCは無線LANまたはローカルでサーバーと同しネットワー
クに接続します。
URL は、http://IP Address です。
サーバーのIP アドレスは、標準でDHCPサーバーで設定さ
れ電源ONからの立ち上がり時にLCDに表示されます。
PCの表示は、Serverのトップ画面です。

注、上記は閉じたネットワークでの利用サンプルです。
ネットワーク設定は、それぞれの環境で異なります。
サーバーのセキュリティ対策は行っていませんので外部への公開は、
行わないでください。



1. 機器の接続
(オーディオインターフェイスの接続)
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AUDIO INTERFACE

A! Music Server

PCとAudio InterfaceをUSBケーブルで接続します。
A! Music Server(PORT0)とAudio InterfaceをMIDIケーブルで接続します。
PORT0は、MIDIデータとMTC（ミディタイムコード）を送れます。



1. 機器の接続
(スピーカーの接続)
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AUDIO INTERFACE Audio Interfaceにパワード・スピーカーを
接続します。
PCにはDAWソフト等がインストールされている
必要があります。

A! Music Server



2. パソコンからサーバへの接続

1. サーバーのMAIN SW をONにします。

2. パソコンのWebブラウザからサーバーに表示されたIPアドレスで
URL http://IP Address で接続します。

3. サーバーのトップ画面が表示されます。

4. トップ画面から、概要、作曲のレッスン、マニュアル、利用ガイ
ド、セットアップ・ガイド、EXP Boxガイドのリンクを参照くだ
さい。

5. ユーザIDで、pi,pi0,pi1,pi2,pi3,lesson を選択してください。

6. ユーザID lesson には、作曲のレッスンで説明されている楽曲
データが利用可能になっています。



サーバのトップ画面



４．作曲手順の例



ユーザ pi2 を選択



画面サイズの選択とlesson、manual、FAQ のリンクがあります。



画面サイズの選択で Middle をクリックします。



[Begin] ボタンで開始します。



Middle サイズのメイン画面です。



ユーザ pi2 のディレクトリです。
ディレクトリ内に aipy directory が既に
作成されています。
この Directory は、ユーザーの環境ファ
イルですので消去しないでください。



メイン画面は、テキスト画面と表示画
面で２分されています。
上は、表示画面
下は、テキスト画面です。

画面の表示は、[min] [zoom] ボタンで
サイズの切り替えができます。

メッセージ画面

テキスト画面



[zoom] ボタンを押します。



メッセージ画面が拡大します。

テキスト画面



コマンドの入力フォームです。

テキスト画面



h の入力で利用可能なコマンドが
表示されます。

テキスト画面





新しい楽曲用のディレクトリを mkdir
コマンドで作成します。

ディレクトリの作成



ディレクトリ名を yst としました。

ディレクトリの作成



yst ディレクトリが作成されます。

ディレクトリの作成



Directory名をystと入力して
[Begin]ボタンを押します。

ディレクトリの移動



yst ディレクトリに移動しました。



yst ディレクトリに移動しました。
曲名 yst で楽曲のファイルを作成します。
作成用コマンドは、meg コマンドです。



meg コマンド



楽曲作成コマンドで23小節の標準編成の楽
曲ファイルを作成します。
コマンドは、meg  23 yst です。

実行は、コマンドを入れてリターンします。



コマンド実行後のメッセージ

yst.meg
yst_000.meg yst_015.meg 
yst_019.meg yst_01e.meg
の５つのファイルが作成されます。

小節数は 23 です。



楽曲ファイル yst ができました。
Fn : に yst と入力します。

[Begin] ボタンでファイル設定が行わ
れます。



楽曲は複数のファイルで構成されます。
それぞれのファイルのリンクが表示され
ファイル名は、
yst_000.meg (Conductor)
yst_015.meg (Part)
yst_019.meg (Part)
yst_01e.meg (Part)

です。



楽曲の環境ファイル

mnew コマンドで初期データを読み込み
ます。



Musical Symbol ystrds.dat

楽器の音域等の設定ファイルです。



楽曲の環境ファイル

mnew コマンドで初期データを読み込み
ます。

Ystrds.dat 実行前
実行後



mebrdf.datファイルの
Musical Symbolsは
実装計画のみで動作は未
定です。



mebrdf.datファイルの
楽器の音域設定データです。



Major Chord ystcpj.dat

メジャー・コードの設定ファイルです。
好みのコード進行等を記述できます。

Ystcpj.dat



Major Chord ystcpj.dat

メジャー・コードの設定ファイルです。
好みのコード進行等を記述できます。

Ystcpj.dat

スクロールしました。



Minor Chord ystcpi.dat

マイナー・コードの設定ファイルです。
好みのコード進行等を記述できます。



楽曲の環境ファイル

Instruments    yst.dat

楽曲の楽器設定ファイルです。
楽器をポート、チャネルで記述します。
ユーザの利用環境に合った設定を記載し
ます。



楽曲の環境ファイル

Note Book   ystnb.txt

楽曲のメモ・ファイルです。
メモを記述する事で作業を安全に進める
ことができます。



セッション画面(Session Window)

Mse画面のリンク ystmse-pid.html

Mse画面を開くリンクです。
（後で説明を行います。）



セッション画面(Session Window)

ystmse-pid.html

[Begin] ボタンを押します。
以下の表示になります。



おつかれさまです。

休憩のため一旦終了します。
[Fin] ボタン

次は作曲手順の例を説明します。





終了画面です。 [Top] ボタンでホームに戻ります。



Next 作、次は作曲手順の例です。
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